[image: image1.wmf]① 読む事は考える事。徹底的に考えよ。    ⑤ 常識、想像力、推理力を総動員せよ。
② 訳す事より、内容をつかめ。            ⑥ 柔軟な頭でｼﾞｮｰｸ･誇張･皮肉表現に対処せよ。
③ 不明の語・文のﾋﾝﾄが前後に必ずある。   ⑦ 英文と同じ状況で、日本語ではどう表現しているかを考えよ。
④ 言換え表現(繰返し表現)に注目せよ。    ⑧ 読み取った内容の要点を、他人に伝えられるか。
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補足１
① ◆最初は辞書を使わない事。考える作業を連続させる(辞書の訳にとらわれるな)(適当な訳が無い場合もある)。  ◆内容に関する知識があれば
    分るが、知らないと分らない事が多い(読めないものがある)。がっかりするな。分らなくて当り前。 ◆語学知識だけでは対応できない事が多い。
    ◆「分らない」にも、「語学的に分らない場合」と「どうしようもない場合」の二通りがある。背景知識が無いと仕方ない。  ◆暗記は頭を使わ
    ない、自分でじっくりと考えない(駄目)。まじめな(じっくり考える)人は受験から締め出される。
② ◆ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞは訳す事ではない。大意をつかむ事。50%の理解で良いから、ｺﾞｰﾙ(最後)まで行け。 ◆正しい日本語にするより、頭から意味をつかめ。
    ◆無理に単語(棒暗記)の意味を当てはめるより、文全体を見て訳す。状況に応じて訳す。  ◆文頭から訳す。完全な訳は二の次、三の次。「木を
    見て森を見ず」になるな。  ◆全部の単語を訳そうとすると、ﾎﾟｲﾝﾄが消える場合がある。単語の意味にとらわれるな。まじめに考えすぎるな。
    ex. 良い文か悪い文か、面白い文か面白くない文か、単純に考える。  ◆見出しは分らないのが普通。分らなくてもいい。
③ ◆未知の単語は、前後から推測する。なるべく辞書を使うな。まず、文の中での意味を考えよ。  ◆未知の単語に出会うのは当然。知らない単語
    を全部調べていると、もたない(ｺﾞｰﾙにたどり着けない)。手抜きしないと持続しない。  ◆手抜きは慣れないと苦しいが、頑張ってみる。たまに
    は、無茶なやり方でもやってみる。
④ ◆英文は、同じ意味の単語を使い分ける。種切れになると、元の単語に戻る。
⑤ ◆語学は常識で判断する。
⑥ ◆無手勝流で臨め(自然体で臨め)(先入観を無くせ)。  ◆頭の体操(ｸﾛｽﾜｰﾄﾞﾊﾟｽﾞﾙ)と思ってやる。
⑦ ◆辞書で遊ぼう。最初は辞書に手を出すな。後で意味を確かめる(当っていたかどうか楽しみ。直感力が当っていた満足感、鳥肌がたつ。)
   ◆辞書は、付かず離れずの大人の付合いがﾍﾞｽﾄ。訳語はそのまま当てはまらない場合がある(鵜呑みにするな)(常に使えるわけではない)。◆訳語
   は自分で作る、考える。  ◆やさしい単語辞書で分るようになれば一人前。  ◆自分が書いた(拾い上げた)ﾒﾓ(ﾉｰﾄ、用例)は愛着がある。楽しく
   なる(例文採集は昆虫採集のようなもの)。辞書の用例は面白くない。→薄紙を剥がすように、少しずつ英語がわかって来る。
⑧ ◆意訳(自分なら、こう訳すが...)を恐れるな。しかし、誤訳は困る(駄目)。ﾌﾟﾛも誤訳する。
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補足２
●国際化の時代だから英語をやるのではない。自分の楽しみの為にやる。外国人のものの見方・考え方がわかる。ものを見る尺度が一つ増える。
●英語と趣味を結び付ける(趣味で勉強を続けたら良い)(自分の楽しみの為にやる)。何でもｱﾏﾁｭｱでやるのが最高。楽しみながら覚えるのが一番。嫌
なものは無視する。面白いと思わないと上達しない。几帳面すぎると基礎で終ってしまう。  ●慣れが全て。才能は関係無い。  ●雑誌の見出しだけ
でも、頭の体操になる。英語に目を慣れさせる。  ●自分の好きなｾﾘﾌは、英語ではどう言っているか。面白い興味のある事で辞書を引く。簡単な本
でいいから、たまには最後まで読んでみる。翻訳本も参考にする。ANN LANDERS程度なら、辞書を使わずに最低3回読め。段々わかって来る。
● 映画からは実に多くの事(ｼﾞｮｰｸ etc.)が学べる。映画は非常に良い。まじめな事を喜劇っぽくやるのが最高。大まじめにやると息苦しい。 ●映画
を字幕無しで見るには、机での猛勉強が必要。字幕のﾌﾟﾛは大変。  ●思わぬ知識(ex.鳥)が英語に役立つ。  ●英語の勉強は、ﾉｰﾄ(ﾒﾓ)を取らないと
片手落ち。  ●授業は気合を入れて聞く事(先生の考え,人柄,口癖,強調したﾎﾟｲﾝﾄ→試験)。ﾎﾟｰｶｰﾌｪｲｽは駄目、漠然と聞くな。  ●語学には色々な取組
み方がある。学生と社会人とでは、対応の仕方が違って良いはず。学校英語は、実戦では...。実戦では、文法が駄目な人ほど有利。単語が全然わから
ないのは駄目。文法(学校英語)は入試に役立つだけで、実戦では役に立たない。  ●英英辞典が使えるようになるには相当の努力が要る。英和で良い。
●訳は十人十色。  ●最終的には独学。
                                                                                                  以上
注：ANN LANDERS は、Asahi Evening News の Column です。                                                    (文責)井上
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